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山
野
草
に
d

芳
夫
を
求
め

友
禅
の
美
し
さ
は
、
繊
細
な
技
法
と
そ
れ
を
支
え
る
伝

統
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
の
美
に
魅
か
れ
て
、
三
十
年

余
、
池
田
さ
ん
は
ひ
た
す
ら
、
自
身
の
友
禅
の
世
界
を
創

造
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
は
、

四
李
の
移
ろ
い
の
中
で
さ
り
げ
な
い
変
化
を
見
せ
て
く
れ

る
山
野
草
や
雑
草
。

こ
れ
ら
は
ふ
だ
ん
、
無
視
し
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
池
田
さ
ん
は
「
腰
を
お
ろ
し
て
じ
っ
く

り
見
る
と
ほ
ん
と
う
に
美
し
い
。
そ
の
美
し
さ
を
自
分
な

り
に
表
現
で
き
れ
ば
・:
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

先
日
、
湯
の
丸
高
原
で
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
を
ス
ケ

ツ

L
た

チ
し
て
き
た
と
い
う
池
田
さ
ん
。

ス
ケ

ッ
チ
は
下
図
の
基

友禅染め

⑪ 

-池田公正さん (49歳・長島)

伝統を守る

本
。
下
図
で
作
品
の
よ
し
あ
し
が
決
ま
る
の
で
、
こ
の
段

階
で
「
頭
に
色
を
置
き
な
が
ら
」
作
業
を
進
め
ま
す
。

友
禅
染
め
は
、
複
雑
で
多
く
の
工
程
を
要
し
ま
す
。
京

都
や
加
賀
と
い
っ
た
産
地
で
は
分
業
が

一
般
的
で
す
が
、

池
田
さ
ん
は
す
べ
て
一
人
で
こ
な
し
ま
す
。
「
何
し
ろ
失

敗
が
き
か
な
い
の
で
緊
張
の
連
続
」
と
厳
し
い
一
面
も
。

山
野
草
に
魅
了
さ
れ
た
池
田
さ
ん
の
人
柄
や
温
か
さ
が
、

作
品
の
隅
々
か
ら
に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。
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畳に/

含市民体育館西側でも工事がスタート。

ここから古い家並みに道が続く

開
幽

上
田
市
内
に
は
上
回
城
跡
公
園
を
中
心
に
城
下
町
の
名
残
り
や
、
北
国

E
脳

街
道
沿
い
の
一
部
に
占
い
家
並
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
文
化

圏
園

地
主
』
保
存
し
、
市
街
地
の
活
性
化
を
阿
る
た
め
、
市
で
は
「
睦
史
の

帽
一
鍋

散
歩
道

・
の
が
業
を
近
め
て
い
ま
す
す
て
に
松
足
町
か
ら
上
田
高
校

明
副

主
で
の
歩
辺
が
悦
附
さ
れ
て
い
ま
す
そ
し
て
こ
の
ほ
ど
、
山
氏
体
打

開
畠

航
繊
の
地
路
か
ら
析
町

・
坂
下
地
区
ま
で
の
街
路
指
仙
に
府
千
し
ま
し

閉
由

た
こ
れ
は
持
泉
寺
を
中
心
に
、
上
凹
城
跡
公
凶

へ
の
分
岐
点
と
し
て
、

田
脇
田

参
道
や
案
内
版
の
担
備
、
古
い
家
並
み
を
紘
け
る
小
路
を
行
託
に
し
た

可
可

り
低
照
明
を
設
問
し
ま
す
。
完
成
は
十
二
月
末
の
予
定
で
す
。

4

『
新
町
・
板
下
地
区
の
今
回
整
備
さ
れ
る
小
路
。
こ
こ
を
含
め
、

芳
泉
寺
の
周
辺
に
は
古
い
家
並
み
が
残
っ
て
い
る
。

広報うえだ4.10. 16 [2] 

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

全
阿
民
を
対
訟
に
五
年
に

一
度
実

地
さ
れ
る
「
国
勢
調
査
」。

こ
れ
以
外

に
も
国
や
市
、
ま
た
県
独
自
の
毎
種

調
査
が
年
聞
を
通
じ
て
、
抽
出
方
式

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実

務
担
当
の
調
査
員
の
立
場
か
ら
す
る

と
、
悪
天
候
で
あ

っ
た
り
、
不
庄
の

お
宅
が
あ

っ
た
り
、
時
間
的
ロ
ス
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
e

翻

っ
て
、
抽

出
慨
当
の
お
宅
や
会
社
、

J
P
業
所
で

は
、
日
常
業
務
以
外
の
用
件
で
あ
り
、

し
か
も
細
か
い
文
字
に
よ
る
説
明
と

数
字
の
羅
列
で
、
か
な
り
煩
わ
し
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
統
計
の
藍
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
今
ま
で
以
仁
に
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
た
い
も

の
で
す
e

(

匿
名
)

A' 

「
あ
な
た

・
わ
た
し
の
声
」

へ
の

投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
三
百
字

以
内
(住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

屯
話
番
号
も
付
記
。
匿
名
も
可
)
に

ま
と
め
て
、

干
郷

市

内

大

手

一
ー

一一

l
一
六
上
凶
市
役
所
秘
岱
諜



地元の昧・伝統工芸を再発見f
ふるさとの味を思解してもらおうと、 10月2日

ほか計4園、「ふるさとの昧発見パスツアー」が行

われました。 1-.団地域広域行政事務組合の主催で、

上回ほか小県郎の各町村自慢の味や物産を、実際

に見たり食べたり。「いけるねJrおいし"'Jなどの

声が参加者のあちこちで聞こえていました。

広
報
担
当
(
宮
⑫

4
1
0
0
内
線

1

1
1
2
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

10月3IJ、「イピ宅介護を考える~豊かな老後

のために」と題した討論会が文化会館で行わ

れました。医師、保健婦、薬剤師など、それ

ぞれの立地からのノマネルディスカッシ ョンに、

参加者約150人は熱心に聞き入っていました。

一

十
月
五
日
、
国
民
健
康
保
険
一

一
健
康
優
良
世
帯
の
表
彰
が
市
役
…

一
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
該
当
者
…

…
は
十
六
人
。
こ
の
日
は
六
人
が
…

…
賀
状
な
ど
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
一

「健康優良J

各
分
野
て
"
豊
か
な
老
後
“
を
討
論

• 吟
畏
門
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で

く旦里〉

|市民と市長の日|

官。月3司日(②

午前9時~正午

1日 上田市地位総合防災訓練{東塩田小グラ

ウンドほか、約1，500人が参加)=写真=

二..，. r:=! ';_"'" 2日 長野
河舟守令t"tl -.......， ----

県市長会

(更埴市)

3日 第5

回国際交

流研究委

員会

4日 I ljl~ と rlï l乏の日 対:観デザインマニュア

ル策定委日会しと田商工会議所)

6日 部 1副上小さわやかスポーツまつり (1控

k館代均)

8日 9月定例市議会招集日 (-25日)

9日 i二田市ゲートポール協会アジア大会出場

長敏.iJj問(10人)

10日 敬~悦L、の訪問(市内95歳以上のお年寄

1)宅53軒)

13日 部14回 うえだ市民ふれあい広場(上回 ~IJ

造館)

14日 9η定f9IJIIj議会一般質問 (-17日)

19日 第4回鎌什「物産と観光展Jに上田市か

らむ出展(鎌什I打、 -20日)

25日 秋の交通安全運動街頭指導

26日 alli妹 仰

市 .!も川{リI ~

11¥イi町、 IIJf

民サで叫間

(約160人)

=写真担

30日 {主総肋

i生カζ退任

市の動さ

市長室
(市役所3階)

広報うえだ4.10. 16 

凶t

「

6
時、

9
時
、
正
午
J

(

よ
因
ケ
ー
ブ
ル
ピ
ジ

r
日
時
、
げ
位
向
、

目
時
、
ヨ
ン
)
で
ど
う
ぞ

(3] 



お知らせア・弓・カ Ift_f~

福
祉
・
医
療
の
充
実
、

道
路
整
備
な
ど
重
点

ロ
億

1
、
1
1
3
万
円
を
補
正

デ J
イ

サ

ビ
ス
事
業
を

喜四t--f 

に六百のよさ正司議ど会し万十し会ぎか会
な百三予りし決さ十計疋四 二 定期でらガ九
り八士襲、定・汽七補恩干億。で十問 、月
ま 十 ハ総 _ 0 承 議正千円干ラ開八 二 九定
し六億槙般こ認す案予度を百回ガ日十月例
だ万四は会れさベガ算一計十はれ間五八市
。円守二三計|これて審な般土三三ぎの日日議

ふ
れ
あ
い
の
患
に
案
内
板

ザユー 、....... ・-、 司園

生ごみたい目E化容器に補助

-
主
な
条
例
の
改
正

マ
上
田
市
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一

部
改
正
:
・
上
間
市
邸
間
付
子
健
康
セ

ン
タ
ー
巡
常
審
議
会
の
答
申
に
法
づ
き
、

米
年
泣
か
ら
動
産
部
門
を
廃
止
す
る
た
め

の
条
例
中
の
所
要
の
改
正
で
す
。

マ
上
田
市
土
地
開
発
基
金
条
例
の
一
部
改

正-
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

新
規
事
業
、
充
実

・
改
務
し
た
事
業
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

ヨ
a'a
ロ
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
営

E
E
E
事

業
j
i
-
-
千
四
十
ニ
万
向

(内
谷
)
尚
齢
者
デ
イ
ホ
|
ム

「
さ
っ
き

の
悶
」
の
事
業
を
充
実
し
て
、
生
活
桁
導
、

養
護
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

ギ
業
を
笑
地
。

ロ
神
科
地
区
児
童
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

:
:
:
:
九
千
九
百
三
十
二
万
円

(内
容
)
同
児
童
セ
ン
タ
ー
用
地
の
購
入

費

・
測
量
設
計
委
託
料

ロ
保
育
所
活
用
育
児
セ
ミ
ナ
ー
事
業

・・・・・
三
十
七
万
問

書
置

-a口
上
回
市
医
療
協
議
会
運
営

E
-監
事

業
:
-
j
i
-
-
-
十
八
万
同

(内
容
)
医
療
問
題
研
究
委
員
会
の
報
告

を
受
け
、
地
域
医
療
全
般
の
整
備
や
救
急

医
療
体
制
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
専
門
的

な
立
場
か
ら
協
議
し
、
解
決
し
て
い
く
た

め
に
設
置
す
る

「土
田
市
医
療
協
議
会
」

の
運
営
事
業
費
と
し
て
。

B
E
E
Z
ロ
生
一
ご
み
た
い
肥
化
容
器
(
コ

-
E

・
E
・

ン
ポ
ス
ト
)
百
基
分
の
購
入

補
助
金
・・・・・・・
..
........
.........
.
 
三
十
万
円

ロ
最
終
処
介
場
調
査
、
設
計
委
託

..•.•• 

千
六
百
三
十
万
円

・直・
3
ロ
花
き
、
野
菜
、
ぶ
ど
う
の

-E
・E

・

ハ
ウ
ス
栽
培
用
暖
房
機
整
備

に
対
す
る
助
成
・
・・・・・・
・・
六
百
三
十
八
万
円

司
圃
・

5
ロ
ふ
れ
あ
い
の
里
遊
歩
道
へ

a
E

・E英文
併
記
の
歩
行
者
案
内
板

を
十

一
基
設
置
j
i
-
-
・
:
:
:
二
百
十
万
円

四
理
嗣
園
口
市
道
の
新
設

・
改
良
に

B
E
E
-
-
:
:四
億
六
千
七
百
万
円

ロ
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
で
進
め
て
い
る

下
堀
バ
イ
パ
ス
の
整
備

・・・
・・
四
億
千
八
討
九
十
三
万
円

ロ
河
川
改
修
、
下
塩
尻
地
区
の
桜
づ
っ
み

整
備
な
ど
:
・

一
億
八
千
二
百
七
十
六
万
円

中 長卸 団 代経 略 ま得に
失野売商表学:歴 して 小 今 回
会県委工取音r~ : 1.こ選笠議 定

'qPJJ 上 中 員 会 締$学 '任原会 資
主主)1' 小 小 会議役 、習器 ( 光で 小産

hL 支 企 委 雲 社 (術 院定再三、 :1t評ー・音11'業員立長 小 大 ー)さ国 I自価
、笠原さん 長団長械、西学言さん定 a、審
(58銭・北大手) 体 、民上屋政それが資 光 査

9月市議会で決まった4年度予算 市雄 委
議 評三 員

補正予算額 11 予 算総 額|会 価さ に
のを露 J 

同査 ，.... 
意委
を員

336億4，686方円

165億1，711万円2億3，204万円

市
職
員
人
事

115 
日
イす

-
課
長
級

マ
厚
生
署
長
書
簡
従
事
務
附
壁
議
長
(
毅

湾
委
員
会
事
務
局
体
湾
抽
出
訴
長
)
小
池
広
次

マ
纏
誼
問
予
抜
一
セ
ン
タ
ー
所
長
(
銭
光
務
長
〉

赤
羽
蓄
額
マ
銭
光
器
v-口
氏
(
公
園
管
理
事
務

所
長
〉
成
沢
鋭
利
マ
心
窃
奮
理
事
務
所
長

(
福
祉
事
世
間
セ
ン
タ
ー
所
長
)
感
野
泰
自
信

マ
教
育
委
員
会
事
務
局
庄
亘
F
長
(
中
央
公

民
館
長
)
申
曾
夜
間
小

マ
中
央
合
民
館
長
祭

文
化
会
館
長
(
厚
生
評
長
〉
内
康
良
興
マ

民
生
鶴
間
(
保
健
予
防
辞
課
長
締
佳
奈
庶
務

係
長
〉
極
野
崎
利
一
央

-
課
長
線
佐
級

マ
同
和
対
策
課
誘
長
繍
佐
兼
同
和
対
策
係

長
〈
国
保
霊
玄
課
課
長
補
佐
義
国
民
年
金
係

長
)
頴
田
犯
逮
径

-
係
長
級

マ
国
保
年
金
調
都
国
民
年
金
係
長
(
生
活
環

焼
却
師
生
活
係
長
)
金
沢
活
マ
笠
活
環
廃
揮
官

生
活
係
長
菜
市
民
相
談
室
長
〈
同
和
対
策
誘

同
和
対
策
係
長
)
清
水
白
山
マ
保
健
予
防
課

庶
務
係
長
〈
管
理
関
前
主
査
)
原
沢
尚
穏

佐
藤
助
役
が
退
任

九
月
三
十
日
付
け
で
、
佐
藤
次
雄

助
役
(
二
期
自

・奈
)
が

一
身
上
の
理

由
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
六
年
四
月
二
十
三
日
ま
で
で
し
た
。

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

退職金づくりは
、、中退金uで

[4] 広報うえだ4.10. 16 



お知らせア・号令Jιド

上
半
過
地
区
で
家
庭
雑
排
水
と
浄
化
槽
の
説
明
会

川
や
湖
の
汚
れ

l
。
そ
の
一
番
の
併
処
理
浄
化
槽
の
違
い
や
特
徴
、
現

原
因
は
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
家
庭
雑
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

排
水
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

簡
易
浄
化
槽
は
現
在
一
万
八
千
基

上
半
過
地
区

(
村
世
話

・
石
井
昭
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
汚
泥
を

彦
さ
ん
)
で
は
、
こ
の
家
庭
雑
排
水
収
集
し
て
い
な
い
浄
化
槽
が
六
千
基

と
浄
化
槽
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
年
四
回
の
定
期
収

て
も
ら
お
う
と
九
月
卜
六
日
夜
、
市
集
が
大
切
で
す
。

生
活
環
境
課
職
員
に
よ
る
説
明
会
を
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
は
雑
排

上
半
過
生
産
セ
ン
タ
ー
で
聞
き
ま
し
水
と
し
尿
の
両
方
を
処
理
す
る
高
性

た
。
直
接
生
活
排
水
に
か
か
わ
る
こ
能
型
。

B
O
D
除
去
率
九

O
%以
上

と
が
多
い
主
婦
を
中
心
に
約
三
十
人
で
公
共
下
水
道
の
終
末
処
理
に
匹
敵

が
出
席
、
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
す
る
浄
化
能
力
が
あ
り
ま
す
。
費
用

ま
ず
市
側
か
ら
簡
易
浄
化
槽
と
合
が
高
い
た
め
、
市
で
は
、
固
め
補
助

上
回
税
務
署
、
上
小
地
方
事
務
所
、

上
田
市
で
は
、
税
金
の
意
義
を
埋
解

し
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
内
中
学
三
年
生
を
対
象
に
納
税
標

語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
千
九
十
二

点
に
の
ぼ
る
多
数
の
作
品
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
三

十
五
点
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し

た
。

(
敬
称
略
)

圃
上
国
税
務
署
長
賞

マ
税
金
を
納
め
て
安
心
明
る
い
未
来

内
山
順
子

(
で
中
)

マ
こ
の
税
を
生
か
し
て
輝
く
明
日
に

な

れ

橋

本

ゆ

き

絵

(

二

-m・・)
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
両
槽
の
排
出
液
を
比
較

し
て
も
ら
い
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

威
力
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

d' 

-簡易浄化槽と合併浄化槽の排水を比較

マ
税
金
を
み
ん
な
で
納
め
住
み
よ
い

街
を
佐
藤
絵
里
香
(
一
ニ
中
)

マ
税
金
は
国
を
支
え
る
大
事
な
土
台

金
井
さ
お
り
(
四
中
}

マ
町
中
に
み
ん
な
の
税
が
生
き
て
い

る

塚

原

進

(

五

中

)

マ
納
税
の
義
務
を
果
た
し
て
国
づ
く

り

竹

花

茂

梓

(

塩

問

中

)

マ
税
金
で
幸
せ
づ
く
り
町
づ
く
り

戸
内
川
裕
子
二
ハ
-mg)

圏
上
小
地
方
事
務
所
長
賞

木
内
利
恵
子
二

中
)、
羽
藤
慶
太

へ
二
中
)
、
西
沢
嘉
奈
子
主
一中
)、
清

水
敏
彦
(
四
中
)
、
滝
沢
精
一
(
五
中
)
、

工
藤
顕
子
(
塩
田
中
)
、
生
品
智
実
(
六

都市に緑と公園を

π? 

4購聖単

需置てう圃

中
)

圏
上
田
市
長
賞

小
牧
太
一
郎
、
斎
藤
志
麻
子
、
山

辺
真
弓
(
以
上
一
中
て
中
沢
倍
、
山

下
智
絵
、
矢
嶋
文
(
以
上
二
中
)、
関

向
問
、
長
谷
川
陵
、
毎
回
は
る
か
(以

上
三
中
て
田
口
除
行
、
武
田
純
司
、

山
下
由
美
子
(
以
上
四
中
)
、
久
保
ま

な
み
、
久
保
田
郁
子
、
春
原
茜
{
以

上
五
中
)、
古
平
治
之
、
坂
田
一
徳
、

長
沢
有
希
子
(
以
上
甑
凹
中
)
、
小
島

実
紀
、
堀
内
裕
美
、
若
林
努
{
以
上

六
中
)

-
問
い
合
わ
せ

3
0
4
)
 

収
税
課
(
内
線
1

10月は郵便箱・表札の設置促進月間 越喜界局集配諜広報うえだ4.10. 16 (5) 



女
性
の
た
め
の

h
g
F

パ
ソ
コ
ン
教
室

4
4

マ
と
き

十
一
月
十
四
日
出
、

同
十
五
日
間

マ
と
こ
ろ

創

造
館
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
対
象

上
小
地
域
に
在
住
、
ま
た
は

勤
務
す
る
十
八
歳
以
上
の
女
性

マ
参
加
費

五
百
円

マ
申

し
込
み

十
一
月
七

日
出
か
ら

電
話
で
創

造

館

(
宮

@
1
1
1
 

戸¥

圃
人
間
ド
肉
，
ワ
受
診
者

圃
に
補
助
金
が
出
ま
苛

マ
対
象

三
十
五
歳
以
上
の
市
民

で
h

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
国
保
加
入
者
②
国
保
以
外
の
保
険

の
加
入
者
で
、
助
成
制
度
を
受
け
ら

れ
な
い
人
③
国
保
以
外
の
保
険
加
入

者
で
、
助
成
制
度
が
あ
っ
て
も
市
の

助
成
よ
り
も
下
回
る
給
付
を
受
け
て

い
る
人

マ
補
助
額
①
一
泊
二
日

ド
ッ
グ

1
一
万
五
千
円
②
半
日
ド
y

ク
1
七
千
五
百
円

マ
申
請
に
必
要

な
も
の

①
検
査
費
用
領
収
書
②
保

険
証
③
印
鑑
④
口
座
番
号
の
わ
か
る

も
の

マ
問
い
合
わ
せ

謀
(
内
線
1
3
6
7
)

国
保
年
金

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、
屯
話

番
号
、
職
業
を
明
記

マ
応
募
先

平
成
五
年
一
月
十
五
日
樹
ま
で
に
、

干
川
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
l
一

七

|

一

三

広

和

レ

ジ

デ

ン

ス

凶

日
本
交
通
計
画
協
会
内
第
十
回
(
私

の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
事
務
局

(E
m
l
3
8
1
61
1
7
9
1
)
へ

圃
私
的
ま
ち
写
真
コ
、
ν

圃
テ
ス
ト
に
応
募
を

f

マ
テ

l
マ

ま
ち
の
表
情
や
、
ま

ち
で
の
人
び
と
の
活
動

マ
サ
イ
ズ

白
黒
、
カ
ラ
ー
へ
ス
ラ
イ
ド
、
組

写
真
除
く
)
で
、
サ
ー
ビ
ス
版
以
上

四
つ
切
り
ま
で

マ
応
募
上
の
注
意

①
未
発
表
か
、
他
に
応
募
し
て
い

な
い
作
品
に
限
定
(
何
点
で
も
可
)

②
作
品
の
裏
に
題
名
、
撮
影
場
所
(
圏

内
)、
掲
彬
年
月
日
、
作
品
の
意
図
、

園
田
く
ら
し
と
計
量
ワ

1

・
-
z
ア

νか
が
マ
守
か

マ
と
き

十
月
二
十
三
日
樹

1
同

二
十
五
日
間

マ
と
こ
ろ

な
が
の

東
急
百
貨
庖
シ
ェ
ル
シ
ェ
五
階
ホ
|

高
齢
者
の
皆
8
ん
が
製
作
し
た

作
品
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
ま
た
、

三
好
町
保
育

園
児
の
太
鼓
、

上
田
市
民
吹
奏
楽

団
も
出
演
。
手
工
芸
品
、
お
や
き
、

野
菜
な
ど
の
即
売
も
あ
り
ま
す
。

マ
と
き
十
一
月
七
日
出

・
八

日
間
午
前
十
時
i
午
後
三
時
(
八

日
は
午
後
二
時
)
マ
と
こ
ろ

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ

・

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

マ
送
迎

二
日
間
と
も
送
迎
パ
ス
を
運
行

送迎パス時刻表
上回駅発 センター行

8 : 30 

9 : 20 

10 : 10 

11 : 00 

11 : 50 

13: 00 

< 13 : 50> 

セン?一発叩上回訳行

10: 45 

11 : 35 

12: 45 

13: 35 

14: 25 

<15: 05> 

※< )(;l 11月7日凶
のみ

センタ一発 地域行

11月7日(土)
15: 30 

(lij8日(臼)
14: 10 

地域市センタ一行

<JII西方面>

川西方面 9: 20 
自主R 9: 25 
小 泉 9: 40 

古 吉町 9: 45 

符吉 田 9: 50 

陽光ピル 9: 55 
センター 10: 00 

<塩田方面>

塩田支所 9: 20 

神畑石材 9 : 30 

長池 下 9: 35 
三好町交番前 9: 40 

三好町一丁目 9: 50 

セン タ- 10: 00 

<室長支方面>

隻殿支所 9: 20 
セフン

9: 30 
イレブン前

Aコープ前

県営球場

バイパス
川原柳(ノて)

市役所

センター

9: 35 
9 : 40 

9: 45 

9: 55 

10: 00 

合 量ル
わ 体
せ 験 マ

な 内
商ど 容
工の
謀コ計
百 |量
以ナ器
lt1 
~ iP'IJ 
1マ 定

iRzJi-
(6] 

4青年海外協力隊屋置冨 圃
「
中
小
企
業
者
研
修
」

.
受
講
し
ま
せ
ん
か
f

マ

修

コ

ー
ス

用
と

織
活
性
化

1
十
一
月
十
日
例
i
同
十

九
日
刷
、

C
言
葉
応
用
1
応
用
力
を

身
に
つ
け
る

l
十
一
月
九
日
間
l
同

十
三
日
幽

マ

申

し

込

み

干

附

一

東
京
都
府
中
市
幸
町
一
ニ
|
一
中
小

一

企
業
大
学
校
東
京
校
庶
務
部
研
修
生

一

課

(8
0
4
2
3
⑪
1
1
9
1
)

へ
一

一月
一
雇
用
保
険

一刊
一
さ
わ
や
か
受
給
推
進
月
間

研

人
材
活

正
し
く
確
実
に
申
告
を
/

上
回
公
共
職
業
安
定
所

(
宮

@
6
3
6
3
)

上田市の突通事故発生状況|発生件数 560件(ー 1)|死者数
( 9月末現在) f.' ( )は前年比

持っている技術や経験を、開発途

上国で生かしてみませんか。

1>とき 竹月12臼(木)午後6時30分

~9時 bところ 市民会館 1>資

格 20歳から39歳までの日本国籍を

持つ青年男女 b問い合わせ 県庁

生活環境部国際課(宮0262⑮ア

Tフ3)



官官月の相談

J'1主納付司わた、口座振替"1¥)便利7す I

園
甲
種
防
火
管
理
者
係

国
資
格
取
得
講
習
会
ヘ

マ
と
き

十
一
月
十
七
日

ω・
同

十
八
日
附
(
い
ず
れ
も
午
前
九
時
i

午
後
四
時
三
十
分
)

マ
と
こ
ろ

市
民
会
館

マ

資

格

防
火
管
理
業

務
が
行
え
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る

人

マ
受
講
料

三
千
五
百
問
i
五

千
円

マ
定
員

百
人

マ
申
し
込

み

十
月
二
十
三
日
制
か
ら
十
一
月

十
二
日
附
ま
で
に
消
防
本
部
予
防
課

(岱
⑫
0
1
1
9
)
へ

3期

4期

納期限は10月30日です

今月の納税

市県民税

国民健康保険税

訂
正
お
わ
び

マ
十
月
一

日
四
万
二
ペ
ー
ジ

・「
デ
ー
タ
で
見

る
私
た
ち
の
町
」
の
寸
人
U
」
の
解
税
制

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
四
年
九
月

一
日
成
作
の
人
口
か
十
二
万
二
円
三
十
八

人
と
あ
り
ま
す
が
、
人
口
動
態
拙
側
近
に
よ

る
数
航

・
十
「一万
五
百
九
十

r人
に
訂
正

し
ま
す
。
ま
た
三
ペ

ー
ジ
・
「
地
区
別
人
口
」

で
、
浦
皐
地
区
の
人

n
p平
成
二
年

}
H

三
万
三
千
間
百
二
十
一

人
を
、
可
字
、肌聞い日

二
十
一

人
に
訂
正
し
ま
す

マ
十
月

一
日
号
十
三
ペ

ー
ジ
・1

保
育
闘
の

入
間
受
付
」
め
日
れ
安
中
、
廿
小
路
聞
の
土

山川日
の
係
長
保
掛
け
時
間

1
午
後
四
時
ま
で

を
、
間
五
時
三
十
分
ま
で
に
訂
正
し
ま
す
。

相 S言l~疋- 名 日 時 相談など

11月13日樹

i去 律 椙 談 13 : 30-15 : 30 市[ 予約先は生活環

{予 約 制1) 11月27日附 1支 境課(内線1389)
13:30-15:30 戸fト

人権 ・悩みごと相談
11月5日(対

宮
13:00-16:00 ⑫ 生活環境課

土 地 建 物相 談
11月12臼(本) 4 (衛庁合 31:持)

1 
13 : 00-16 : 00 。

童基地 問 題相談
11月 2BOj) 

。
農業委員会

8 : 30-17 : 00 (本庁令2階)

4寸 政 相 主忌砲K 
11月9A(月)

西武デノfー ト
10: 00-15 : 00 

心配ごと相 談
毎週火RltlB 

10: 00-15 : 00 社会福祉協議会

法 律 相 談
11月21B (:[:) fi @ 2025 

10 : 00-正午

j去 律 相 談 11月18El (I}q 
( 予約 制) 13 : 30 -15 : 00 上回商工会議所

保 険 年金相 談
tlh担月~念日/il日 宮 ⑫ 4500
9 : 00-16 : 00 

市 民 ヰ自 Sa災.，. 毎週月~土JlI~ A (午前)

消費生活相談 9 : 00-16 : 00 生活環境課

交 通
毎週月~金1171J日

{南庁舎3階)
相 談 1立

9 : 00-16 : 00 
青少年 相 談室

毎週月~金H即日 ) 戸斤
青少年相談

9:00-16:00 
E ⑫ 8080 

毎週月~土曜日 東部保有閑

子育て 相 談 8 : 30-19 : 30 i呆脊セ〉ター

(土附日は12: 30) fi @ 3096 

11月16日(月) 11月20日(金) 11月24日(火)

< 9 : 50-10: 20) < 9 : 50-10: 20> < 9 : 50 -1 0 : 20) 

アクアプラザ上回 アクアプラザ上回 アクアプラザ上回

< 1 0 : 30 -11 : 40> < 1 0 : 40 -1 1 : 40> < 10 : 40 -1 1 : 40> 

上田市しいのみ図 第二学校給食センター 浄水管理センター

< 12: 00ー13:20> < 12 : 00 -13 : 20> < 12 : 00 -13 : 20> 

上回創造館 よ回創造館 上回創造館

く13:35-14・35> < 13 : 35 -14 : 35> < 13: 35ー14:35> 

高齢者福祉セ ンター 信濃国介考資料館 クリーンセンター
デイ・サービスセンター // 史跡公図 再資 源 化 施 設

< 14: 50> < 14: 50> < 14: 50> 

解 散 解 散 解 散

日程とコース「施設を見る会」

固圏醒ヘ/
胞設を知るよい機会です。お誘い合わせのう

え、ご参加く1ささい。参加は無料で、1人ても

参加できま写。芯お、昼食は市で用意します。

[>集会 9蹄30分までに市役所正面室関前

b定員 芭コース45人〈定員に芯り次第締め切

ります) [>申し込

み 10月26日開)か5

11月6日掛までに電

話で秘書課(内線1

111、11 1 2) 

ヘb懇談会 昼食

後、市長との懇談会

を予定。疋くさんの

こ意見をどうぞ。クリーンセンターで

地域安流促進事業講習会 話きJ官官躍お芸品ぷJAF商工会議所広報うえだ4.10. 16 {ア]



がん~E(1')Iドで加がんは、紋近猛烈!な勢いで増えつつ

あ'J、8.if.後tニは男女とも死亡の第一位になるといわ

れています 上UJrnては、既に男はがん死の中で4分

のlを山内ト フとなっています"肺かんは喫煙と深

¥ '1制係かおります力で、たばこを11及うかたは持仁村i極

的に椴砕を受けましょう。

rliでは次のとおり11H 4日、

制Iかん検診を行います@

1>対象 40此以 1:的人 1>検査方法 l胸部レントゲ

ン縦約。なお、妓の検査は、①50政以上で(I日のた

ばこ本数)x (喫煙年数〕が600以上の入、②6カ・月以

内にJfil:kXのあゥた 人について行t、ます. 1>受診料

レントゲン検制ま200ドJ(妓の検査を力11える と500円)。

たたし、次の人は燃料です。①70成以上の人。 65此以

上で一定の附;l;:かあり. dH主の認定を受けた人②生活

保必 Ilt如、 IljJ(fωI~II~税I!I:.M干の人{②に当てはまる人

は'受診l計Jに連絡をしてくださ t、) 1>$し込み r Ll: 

所 ・氏名 ・生年JJ臼・屯話番号」を保健予防諜まで連

絡してくたさt、

5 8に各地を巡回して

[8] 

で

一

生
率

官

、、

開

家
庭
で
歯
科
検
診
が

一
一

、
¥

肝

受
げ
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のぎらすやA
窓の者験経術手房乳

-肺がん模診

1>受付時間 いずれも午後1時-21時 1>持ち物

fftチ健康手帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳6カ.J-J児1 1，批6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にあるfUtMt診世訴に記入してお持ちくださ t、。 3歳児

の陪康診fH:{は、陣式が変わリました。また、 械聴党

検査のアンケートむ}Jlli，')ましたので用紙をお送りし

ます。ご記入のうえ fillf~tJ会査にお山かけくださ L、。

健 5会 実 施日 生年 月 日

1)' 月
11月10日 4. 6. 16-6. 30 

4 
11月17日 4. 7. 1- 7. 15 

10 '1}' 月
11月5日 3. 12. 16-12. 31 

11月26日 4. 1. 1- 1. 15 

1設6か月
11月4日 3. 4. 16- 4. 30 

「寸1月25臼 3. 5. 1- 5. 15 

3 員長
11月13日 J亡 10. 1-10. 15 

11月18日 元.10. 16-10. 31 

塩田母子健康センター (塩田地区)

4 か月 I_ _ ~ . _ _. 14. 6. 16- 7. 15 
111月118 I 

1o 1う. )-J 1 --..._- 1 3. 12. 16-4.1.15 

1誕6かJl I 11J-Jl6l:1 I 3. 3. 16- 5. 15 

川西社会福祉センター (川西地区)

4 か H I I4. 6. 16- 7. 15 

10 か月 I11JH2!:! I3. 12. 16-4.1.15 

1能 6か月 I I 3. 4. 16 - 5. 15 

3 政 IllH6l:1 I Jι 

保健 診 tt
-竹月の乳幼児健康診査

市保健センター(市役所南庁舎E階)

保健予防諜(内線 1374)

-吉山潤丸

(3繊・材木町)

「元気いっぱいで白日

包転車に菜って'IJl1't.)てい

ま~..Jと田の富手さん
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